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今
年
も
ま
た
、
金
堂
ま
ち
な
み

保
存
会
は
、
近
江
商
人
の
風
土
や

文
化
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
漂
う

｢

ぶ
ら
り
ま
ち
か
ど
美
術
館
・
博
物

館
」
に
参
画
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
市

の
内
外
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た

観
光
客
等
の
皆
さ
ん
を
「
お
も
て

な
し
の
心
」
で
歓
待
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

「
ぶ
ら
り
」
に
お
け
る
今
年
の

保
存
会
活
動
は
、
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
昨

年
に
保
存
会
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

｢

金
堂
ま
ち
な
み
保
存
交
流
館
」が

開
館
し
、
今
年
か
ら
イ
ベ
ン
ト
や

会
議
を
く
り
返
し
開
催
し
、
そ
の

集
大
成
の
一
つ
と
し
て
の
取
組
み

で
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

交
流
館
で
は
、
食
事
等

と
共
に
癒
し
の
空
間
（
建

物
）
を
十
分
満
喫
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

日
常
生
活
の
中
に
あ
る

「
白
壁
と
船
板
塀｣｢

生
活

と
観
光
が
融
合｣

し
た
取

組
み
を
今
後
も
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

(

西
村 

文
夫)  

 

金
堂
ま
ち
な
み
保
存
会
の
先
進

地
研
修
と
し
て
、
今
回
は
伊
勢
河

崎
町
と
関
町
の
二
ヶ
所
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

伊
勢
河
崎
町
は
昔
か
ら
の
問
屋

街
で
す
。三
重
県
七
夕
豪
雨
の
時
、

河
崎
町
の
被
害
は
大
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
の

洪
水
対
策
と
し
て
、
町
内
を
流
れ

る
勢
田
川
の
拡
幅
が
決
ま
り
、
立

ち
退
き
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
機
に
、
住
民
有
志
が
河

崎
町
の
歴
史
文
化
を
残
そ
う
と
市

に
か
け
合
い
、
後
の
管
理
を
条
件

に
、
酒
蔵
を
商
人
館
に
し
て
残
し

た
そ
う
で
す
。 

 
 

現
在
は
平
成
十
一
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
立
ち
上
げ
、
敷
地
内
の
建

物
を
店
舗
と
し
て
貸
出
し
て
い
ま

す
。 伝

建
地
区
に
は
指
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
街
を
残
そ
う
と

い
う
必
死
の
姿
勢
は
見
習
う
べ
き

だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

ま
た
、
宿
場
で
あ
る
関
宿
は
、

伝
建
地
区
で
も
あ
り
、
さ
す
が
に

見
事
な
町
並
み
で
し
た
。 

資
料
館
で
は
、
昭
和
五
九
年
か

ら
十
年
ご
と
に
関
宿
全
体
の
町
並

み
の
様
子
が
写
真
で
展
示
さ
れ
て

い
て
、
町
の
変
遷
が
見
て
取
れ
て

興
味
深
か
っ
た
で
す
。 

今
回
の
研
修
で
河
崎
町
で
生
ま

れ
育
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
出
会

い
、
話
を
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の

街
の
全
て
が
好
き
で
、
新
聞
雑
誌

で
関
連
の
記
事
が
あ
れ
ば
切
り
抜

き
、
来
ら
れ
る
間
は
足
を
運
ぼ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
と
い
う
こ
と
で

し
た
。 

町
並
み
保
存
と
は
こ
の
気
持
ち

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
金
堂
も

今
は
若
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
き
ち
ん
と
し
た
ま
ち
作
り

を
し
て
い
れ
ば
帰
っ
て
来
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
為
に

微
力
な
が
ら
頑
張
ろ
う
と
実
感
し

た
一
日
で
し
た
。 (

塚
本 

三
夫) 
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今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
金
堂
の

ま
ち
な
み
は
い
い
な
～
、
心
に
響

く
ま
ち
探
検
」
で
、
開
催
は
十
二

月
二
十
三
日
で
す
。 

学
習
項
目
は
二
点
で
す
。 

一
点
目
は
、
補
助
事
業
で
修
理

修
景
さ
れ
た
建
物
の
、
修
理
前
の

写
真
と
修
理
後
の
現
状
を
見
比
べ

る
。
併
せ
て
金
堂
ま
ち
な
み
交
流

館
を
隅
々
ま
で
見
学
し
、
ポ
イ
ン

ト
帳
に
書
く
。
そ
の
内
容
を
大
学

生
と
一
緒
に
な
っ
て
、
班
で
ま
と

め
て
発
表
し
ま
す
。 

そ
の
学
習
に
よ
り
、
保
存
地
区

の
修
理
修
景
事
業
に
よ
る
町
並
み

保
存
や
、
金
堂
ま
ち
な
み
保
存
交

流
館
の
文
化
的
価
値
を
、
感
性
豊

か
な
成
長
期
の
子
ど
も
の
視
点
で

観
察
し
考
え
る
こ
と
で
、
五
個
荘

や
金
堂
地
区
へ
の
愛
着
心
が
醸
成

さ
れ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。 

二
点
目
は
餅
つ
き
を
体
験
し
ま

す
。
今
は
家
庭
で
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
餅
つ
き
を
体
験
す

る
こ
と
で
、昔
の
生
活
を
体
感
し
、

餅
つ
き
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

対
象
者
は
金
堂
地
区
の
小
学
生

と
、
今
年
度
、
五
個
荘
小
学
校
の

課
外
授
業
で
金
堂
地
区
な
ど
を
調

べ
て
い
た
小
学
三
年
生
で
す
。 

今
回
の
企
画
に
、
一
人
で
も
多

く
の
子
供
た
ち
が
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

(

福
地 

真
一)    

   

「
学
校
日
誌
に
見
る 

戦
時
下
の
学
童
た
ち
」 

昭
和
六
年(

一
九
三
一)

の
満
州

事
変
か
ら
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦

争
と
続
く
十
五
年
戦
争
の
時
代
、

金
堂
の
人
び
と
の
暮
ら
し
も
戦
時

色
に
覆
わ
れ
、
学
童
に
も
軍
事
教

練
や
勤
労
奉
仕
が
課
せ
ら
れ
ま
し

た
。
南
五
個
荘
小
学
校
で
は
十
五

年
十
月
か
ら
防
空
訓
練
が
始
ま
り
、

国
民
学
校
と
な
っ
た
十
六
年
四
月

か
ら
は
勤
労
奉
仕
を
実
施
。
四
月

十
六
日
に
「
放
課
後
石
馬
寺
開
墾

作
業
に
従
事
、
初
五
以
上
」
と
あ

り
ま
す
。 

南
五
個
荘
幼
稚
園
の
十
六
年
十

二
月
八
日
の
日
誌
に
は
「
今
朝
六

時
半
ノ
ニ
ュ
ー
ス
太
平
洋
上
デ
英

米
ノ
艦
隊
ト
戦
闘
ヲ
開
始
サ
レ
タ

コ
ト
ニ
ツ
キ
児
童
ニ
モ
時
局
重
大

ナ
オ
話
ヲ
分
リ
易
ク
キ
カ
セ
タ
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
局
が
敗

色
濃
い
十
九
年
十
月
二
日
に
は

「
昨
日
ノ
テ
ニ
ヤ
ン
島
大
宮
島
全

員
戦
死
ノ
報
道
ニ
接
シ
感
慨
無
量

デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
幼
児
ニ
知
ラ
セ
キ

ッ
ト
敵
討
ス
ル
様
ナ
強
イ
子
供
ニ

ナ
ル
コ
ト
ヲ
誓
ッ
タ
」
と
あ
り
ま

す
が
、
児
童
た
ち
は
ど
の
様
に
感

じ
た
で
し
ょ
う
か
。 

昭
和
二
十
年
に
入
る
と
、
本
土

決
戦
の
準
備
が
進
め
ら
れ
六
月
に

南
五
個
荘
国
民
学
校
に「
学
徒
隊
」

が
結
成
。
こ
の
頃
か
ら
空
襲
警
報

が
連
日
発
令
さ
れ
、
七
月
三
十
日

の
日
誌
に
「
午
前
六
時
二
十
分
敵

小
型
機
二
機
ニ
ヨ
リ
銃
爆
撃
ヲ
受

ク
、（
中
略
）
小
型
爆
弾
ノ
直
撃
ヲ

受
ケ
ル
モ
人
畜
ノ
被
害
ナ
シ
、
校

舎
全
面
ニ
機
銃
弾
ノ
弾
痕
ヲ
認
メ

（
中
略
）
被
害
相
当
大
ナ
リ
。」
こ

の
時
は
幸
い
に
も
人
命
に
被
害
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
金

堂
上
空
が
戦
場
と
な
っ
て
い
た
の

で
し
た
。 

〔
写
真
〕
南
五
個
荘
幼
稚
園
の

日
誌
（
近
江
商
人
博
物
館
所
蔵
） 

（
林 

純
） 

 

 

編
集
後
記 

先
進
地
視
察
研
修
や
、
古
い
町

並
み
・
建
物
を
見
学
に
行
く

と
、
毎
回
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
す
。
け
れ
ど
最
後
に
は
い
つ

も
、
改
め
て
金
堂
の
美
し
さ
に

気
付
か
さ
れ
て
帰
っ
て
く
る

自
分
が
い
ま
す
。
い
つ
も
見
て

い
る
と
当
た
り
前
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

時
々
少
し
金
堂
か
ら
離
れ
て

み
て
は
、
惚
れ
直
す
こ
と
の
繰

り
返
し
で
す
。 (

堂
下 

真
苗) 

金
堂
の
歴
史
再
発
見 
ま
ち
探
検
パ
ー
ト
Ⅳ 


